
3185 河野農園

施肥　　有機質･土壌改良剤・化学肥料など（購入の場合はメーカー名記入） ２/３
＜土づくりの使用資材・肥料について＞ 使用量はkg/10a

化成 化成 化成

N% P% K% 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg *化学肥料　

セル腐食酸 腐食酸 セルインパクト 2.8 0 2.5 0.5 元肥 30 ７月下旬 1 30 7月下旬 1 0.0
窒素分で比較して　　当地比 5 割減

セル漢方ぼかし 土壌改良剤 セルインパクト 3.2 0 3.3 1.8 元肥 30 ７月下旬 1 30 7月下旬 1 0.0
窒素使用量
（kg/10ａ）

プレミアム酵母 酵母細胞壁 セルインパクト 6.5 0 2 1 元肥 20 ７月下旬 1 20 7月下旬 1 0.0 44

げんすけレッド 微生物、バーク堆肥 上田微生物 0 元肥 100 ７月下旬 1 100 7月下旬 1 0.0 22

げんすけアタック 微生物、バーク堆肥 上田微生物 0 元肥 100 ７月下旬 1 100 7月下旬 1 0.0 *節減対象農薬

シンボルエース 混合有機肥料 生科研 2 3 1 元肥 30 ７月下旬 1 30 7月下旬 1 0.0
　　　　　　　　　　　　　当地比 5 割減

ミネパワー 微量要素 生科研 1.2 1 元肥 30 ７月下旬 1 30 7月下旬 1 0.0
節減対
象農薬

地域の慣行防除

粒状チャンスS 有機酸 生科研 0 元肥 75 ７月下旬 1 75 7月下旬 1 0.0
土壌消

毒剤

畑のカルシウム カルシウム JA 0 元肥 100 ７月下旬 1 100 7月下旬 1 0.0 除草剤

ラクトキング 土壌改良微生物資材 栗丸肥料 0 元肥 40 ７月下旬 1 40 7月下旬 1 0.0 殺虫剤

蟹殻 有機肥料 栗丸肥料 3 3 元肥 20 ７月下旬 1 20 7月下旬 1 0.0 殺菌剤

万能有機 肥料 栗丸肥料 6 1 4 5 追肥 60 9月上旬 2 1.2 60 9月上旬 2 1.2
その他

薬剤

多木有機液肥 副産物植物動物質肥料 JA 8 7 3 5 追肥 20
10月上

旬
2 2.8 20

10月上
旬

2 2.8 合計 35 77

病虫害の防除　　　使用した天然防除資材・自作資材・農薬（成長調整剤、展着剤等を含む） 使用量/10a

希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 商品 成分

殺虫 フーモン 1000 100 0 1000 100
8/15,9/1
6,10/1 3 0 - -

殺虫 ベネビアＯＤ 2000 100 2500 100 8/15 1 1 3 4

殺虫 グレーシア乳剤 2000 100 2000 100 9/1 1 1 2 2

殺菌 インプレッションクリア 2000 100 0 2000 100
9/1,10/

1,18
3 0 - -

殺虫 アグリメック 1000 200 1000 200 9/16 1 1 3 3

その他 スカッシュ 2000 300 0 2000 300 10/18 1 0 - -

殺菌 ダコニール1000 1000 100 1000 100 10/18 1 1 4 6

殺虫 マッチ乳剤 2000 300 2000 300 10/18 1 1 4 4

殺菌 ライメイフロアブル 4000 300 4 4

殺菌 アフェットフロアブル 1000 3 3

殺虫 モベントフロアブル 2000 3 3

殺菌 パレード２０フロアブル 2000 3 3

殺虫 ダントツ水溶剤 2000 3 4

殺虫 フェニックス顆粒水和剤 2000 2 2

殺菌 インプレッション水和剤 2000 0 - -

商品名 原料 ﾒｰｶｰ（購入先)
全
Ｎ%

全
Ｐ%

慣行使用量

トマト かれん、プリマドンナ

【慣行農法との比較】
全
Ｋ%

有機率(％) 使用目的
計画 実績

化学肥料

計画使用量

計画回数

分類 商品名 原料/成分名 ﾒｰｶｰ（購入先) 使用目的
計画 実績 使用回数上限

ポリグリセリン脂肪酸エ
ステル

殺虫・展着

シアントラニリプロール 殺虫

 フルキサメタミド 殺虫

バチルス　アミロリクエ
ファシエンス 殺菌

アバメクチン 殺虫

展着剤 殺虫剤･殺菌剤

ＴＰＮ 殺菌

ルフェヌロン 殺虫

アミスルブロム 殺菌

ペンチオピラド 殺菌

スピロテトラマト 殺虫

ピラジフルミド 殺菌

クロチアニジン 殺虫

フルベンジアミド 殺虫

バチルス　ズブチリス 殺菌



3185 河野農園 ３／３
施肥　　有機質･土壌改良剤・化学肥料など（購入の場合はメーカー名記入）

化成 化成 化成

N% P% K% 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg

アクティーフ 微生物液肥 上田微生物 0 追肥 20 10月上旬 5 20 10月上旬 5 0.0

アクティブアミノ アミノ酸液肥 上田微生物 0 追肥 20 10月上旬 5 20 10月上旬 5 0.0

さくら 硝酸カルシウム JA 14.5 14.5 追肥 40 10月上旬 2 5.8 20 10月上旬 1 2.9

病虫害の防除　　　使用した天然防除資材・自作資材・農薬（成長調整剤、展着剤等を含む） 使用量/10a

希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 商品 成分

殺菌 アミスター20フロアブル 2000 0 4 4

殺虫 スピノエース顆粒水和剤 5000 0 2 2

殺菌 ファンタジスタ顆粒水和剤 2000 3 3

殺虫 コロマイト乳剤 1500 0 2 2

殺菌 セイビアフロアブル20 1500 3 4

殺菌 ロブラール500アクア 1500 3 4

殺虫 アニキ乳剤 2000 3 3

殺菌 ポリオキシンＡＬ水溶剤 5000 0 3 3

殺虫 コルト顆粒水和剤 4000 3 3

除草 バスタ液剤 3 3

殺菌 プロポーズ顆粒水和剤 1000 2 3 3,6

備考：

計画で、化学肥料(窒素成分)は　22kg/10a、節減対象農薬は35回となります。

実績(2023/11/1 現在)　6.9kg、5回

トマト かれん、プリマドンナ

商品名 原料 ﾒｰｶｰ（購入先)
全
Ｎ%

全
Ｐ%

全
Ｋ%

有機率(％) 使用目的
計画 実績

分類 商品名 原料 ﾒｰｶｰ（購入先) 使用目的
計画 実績 使用回数上限

アゾキシストロビン 殺菌

スピノサド 殺虫

ピリベンカルブ 殺菌

ミルベメクチン 殺虫

フルジオキソニル 殺菌

イプロジオン 殺菌

レピメクチン 殺虫

ポリオキシン 殺菌

ピリフルキナゾン 殺虫

グルホシネート 除草

ベンチアバリカルブイ
ソプロピル・ＴＰＮ

殺菌

計画（作業、施肥、防除など）

１月 収穫

２月 収穫

３月 収穫

４月 収穫

５月 収穫

６月 収穫

７月 耕起、施肥

８月 耕起、定植、防除

９月 定植、施肥、防除

１０月 収穫、定植、施肥、防除

１１月 収穫

１２月 収穫

実績（作業）

7/10～耕起

～8/1 耕起、8/13～ 定植

～10/14 定植　10/17～ 収穫

令和5年7月10日

令和5年8月1日

令和5年8月13日

令和5年10月14日

令和5年10月17日

令和6年6月下旬

耕起開始：

終了：

播種開始：

終了：

定植開始：

終了：

収穫開始：

終了：
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